
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大河ドラマ「西郷どん」を見ていますか。

主人公、西郷 隆盛の写真嫌いは有名で実

像は不明と言われていますが、先日山科会

員のメールで、西郷さんと言われる写真が

見つかったと聞き驚いています。本の題名

は「こげんなお人ではなか？」 ドイツ人

を囲んで山県有朋と勝海舟と撮った西郷さんは、イメージと大

分違います。一度ゆっくり山科会員のお話を聞きたいものです。 

西郷さんは不思議な人物で、名前も本名は吉之助、正式には「西

郷 隆永」ですが、世に言う「隆盛」は父親の名前のようです。

征韓論に敗れ、下野し、薩摩に帰ったと言われていますが、そ

れも疑問です。鹿児島では圧倒的に西郷さんの人気が高く、大

久保利通の話題はあまり聞きません。当主の島津斉彬は上京の

準備を進めている時に、突然 50 歳で亡くなりました。オラン

ダから反射炉の製造法を学び、鉄で大砲や大型軍艦の蒸気船も

日本で初めて作りました。薩摩 11 人衆と言われる英雄、西郷

隆盛はじめ大久保利通、松本弘安、寺島宗則、五代友厚などを

育てました。これはまた郷中教育の成果ともいわれています。

戊辰戦争では佐賀藩の武器と共に圧倒的な軍事力で幕府を倒し

ました。早くから大砲の鋳造に取り組んだ成果です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月１０日（木）12:30～ 第２例会 卓話「平安時代 逗子周辺は作刀の地」矢部房男会員 カンティーナ 

５月１６日（水）19:00～ 第３例会 葉山ロータリークラブとの合同例会 葉山マリーナ 

5 月 22 日（火） 第 2 グループ次年度会長幹事会 ラ・マーレ 

5 月 24 日（木）18:00～ 第 4 例会 会員親睦会 未定 

5 月 31 日（木）18:00～ 第５例会 クラブ協議会 カンティーナ 

2017-2018 No.40 2018 年 5 月 10 日 

【出席報告】 会員数 51 名（出席免除 4 名） 

       出席者 27 名 出席率 55.10% 

 

 

 

 

5 月理事会報告 

・5/24（木）親睦旅行について      →継続審議 

・最終例会について…リビエラにて開催。アトラクション

はバンドを予定        →継続審議 

・予算執行状況について…理事会に補正予算承認案件提出 

                     →承認 

・2018-19 年度について…組織表・年間プログラム等

山本会長エレクトより報告   →継続審議 

・新会員について…岡本一朗氏の入会、5/10 入会式予定 

                     →承認 米山ニコニコ    河野           10,000 円 

船津、桐ケ谷       各 1､000 

R 財団ニコニコ   桐ケ谷          ＄10 

 

例会日 

第 1･2･4木曜日 12:30 

第 3木曜日  18:30 

第 5木曜日  18:00 

例会場：「カンティーナ」 

逗子市新宿 1-3-15 

TEL：046-870-6440 

事務所：逗子市桜山 6-3-29 

TEL＆FAX：046-873-0226 

５
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

会 長◆村松 邦彦 

会 長 ｴ ﾚ ｸ ﾄ◆山本 由夫 

副会長◆松井 一郎 

    藤吉 一哉 

幹 事◆匂坂 祐二 

ＳＡＡ◆橘 武 

会 計◆岡本 久 

直前会長◆菊池 尚 

会報委員長◇宝子山 泰久 

 

本日の進行（12:30） 

矢部房男会員 

「平安時代逗子周辺

は作刀の地」 

―次回のお知らせ― 

5月 16日(19:00) 

葉山・逗子合同例会 

於：葉山マリーナ 

 

 

匂坂幹事 週報：横須賀北 RC  

開催案内：6/4（月）15:30～ 於：アイクロス湘南 

「次年度会員増強・会員維持セミナー」 

その他：5/16（水）葉山 RC との合同例会の出欠の回覧を 

    まわします。食事の用意がある為お願いします。 

委員会報告 清水（惠）会員：松田 IT 委員長の代理で報告

します。事務所にあるコピー機の件ですが、リーコーリー

スの再契約を致しました。前回よりかなり安く 26,000 円

になりました。 

桐ケ谷会員：逗子観光協会からのお願いです。花火大会開

催にあたり、リストバンドを作成し、その売り上げを開催

費用に当てたいと思います。1 万個売り上げを目標として

います。是非ご協力お願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は父、土屋要の造船所についてお話しをする機会をいた

だきまして、誠にありがとうございます。皆様の中で葉山マリ

ーナのある場所にかつて「土屋造船」があったことをご存知の

方はいらっしゃいますでしょうか？ 

まずは、前身にあたる「葉山造船」（昭和１８年）の誕生の事

情をお話しいたします。正式には、「葉山木造船株式会社」は今

の葉山マリーナの地で誕生いたします。昭和１８年といえば、

太平洋戦争が始まって２年も経たないのですが、日本は戦力の

基礎となる船舶の数が不足してきました。が、資材となる鉄や

鉛も十分になかった為、政府は資材不足を克服する為に、全国

各地に木造の大型船を造ることを計画します。その１つとして

「葉山造船」は設立されます。はじめは、三浦郡の木造船業者

が統合し「有限会社」を設立しますが、小資本のため、逗子町

の有力者の協力を得て、大型船建造の可能な造船所を作る事業

を起こします。この事業に賛同した味の素の鈴木三郎助社長が

会社のための敷地として所有地の３０００坪を提供いただき、

「葉山造船」が誕生します。華々しく誕生しましたが、戦況が

いよいよ厳しくなってくると、船大工たちも召集され、材料も

調達困難となり、巨大な船は未完成のまま終戦を迎えました。

昭和２０年、４２歳の時終戦を迎えた海軍中佐の父は、町長か

ら造船所の復活を懇願され実業家の道を選択、昭和２２年に「土

屋造船株式会社」が誕生します。海軍時代、戦争のための造艦

に関わっていた父の仕事は戦争のための船艦造りから平和な海

に浮かぶ民間の船舶造りに変わりました。 

しかし、経営資金の調達と従業員の給与の為に、父はいつも

資金繰りに苦心惨憺でした。従業員数は５０名余であったと思

います、そこで造船だけでなく、住宅建築や橋の架設まで幅広

く、建設業も手がけていきながら徐々にではありますが、平和

な時代になったという象徴のように、全国から漁船・遊覧船の

注文も来ました。また森戸海岸・鎌倉八幡宮の源平池には土屋

造船製のボートが浮かんでいたそうで、海上保安庁海運局の交

通艇・消防艇・巡視艇、それらに載せる搭乗船の注文もあった

ようです。 

昭和２６年にはサンフランシスコ講和条約が調印され、翌年

日本はついに独立を果たします。そして２年後の昭和２９年に

は防衛庁・自衛隊が発足し、この頃から海上自衛隊用の大型船

の注文が来るようになり、会社経営が軌道に乗ってきたそんな

時です、敷地の持ち主、味の素の鈴木会長から「ホテルを造り

たいから」と土地の返却を求められました。鈴木氏は、欧米諸

国を旅されて各地のリゾート施設を見てきたことから、「葉山マ

リーナ」の構想が生まれ、また日本は９年後にオリンピック開

催を目指していましたので、そのための「ヨットハーバー付き

宿泊施設」を必要としていたということもあり、昭和３０年「土

屋造船株式会社」は突然幕を下ろすことになります。突然の鈴

木会長の申し出に父はびっくりし、がっかりもしたでしょうが、

反面ホッとした面もあるかもしれません。 

土屋造船は昭和２２～３０年までのたった８年という僅かな

期間でしたが、私の小学２年生から中学３年生までの期間です

ので、記憶も鮮やかで忘れ難い思い出です。 

土屋造船廃業後、父は金沢八景にある鉄道車両の製造会社（新

興工業株式会社）の社長を引き受けます。この頃の父が、逗子

のロータリアンとして皆様のご記憶にあるのではないでしょう

か。父は７７歳で病に倒れる直前まで、事業経営に情熱を傾け、

仕事を通じて社会に奉仕するロータリーの精神は父にぴったり

だったのではないでしょうか、晩年の父がロータリーの会合に

出かける時の和やかな笑顔は今も忘れられません。 

本日は、ささやかな思い出をお聞きいただきまして本当にあ

りがとうございました。 

 

ニコニコＢＯＸ 本日合計  ￥３６,0００   累計 ￥１,７１１,５０0
０ 
 

村松君、匂坂君、松井君、船津君、山科君、矢部（房）君、宝

子山君、山本（由）君、菊池君、山本（三）さん、中根君…篠 

   田様講話よろしくお願いします。 

橘（武）君、山口君、横山（健）君…篠田様スピーチ楽しみです。 

矢部（光）君…篠田有子様をお迎えに（現葉山マリーナの話楽 

しみです） 

臼井君…篠田様ようこそ。 

河野君…花粉症やっと治りました。 

 

草柳君…ゴールデンウィークにかかり天気良好。卓話期待し 

ます。 

石田君…理事の皆様、お疲れ様です。 

桐田君…やっと天候が安定して来ました。 

清水（惠）さん…いよいよ次年度の準備がはじまりました。 

桐ケ谷君…篠田様宜しく。花火大会も宜しくお願いします。 

大下君…暑いです。 

岡本（一）君…GW リフレッシュします。 

 

「土屋造船所（現葉山マリーナ）の話」 
日本女子大学先生  

元武蔵野市教育委員長 

   篠田 有子氏 

担当：中根 

プロフィール 

逗子生まれ逗子育ち、逗子小学校～東京大学教

育学部・同大学大学院教育学研究科博士課程修

了。３年半のロサンゼルス在住の後、９２年よ

り２００４年まで武蔵野市教育委員長、８９年

より日本女子大学講師として活躍し数々の書

籍を出版。 

またお父様は逗子ロータリークラブのチャー

ターメンバーである、故：土屋 要様です。 

お持ち頂いた

当時の貴重な

お写真 


